
 
 

仕様書 

 

１ 業務名 

  広島市議会インターネット議会中継配信システム（以下「配信システム」という。）の構築及び運用・

保守業務 

 

２ 目的 

 本件は、広島市議会（以下「市議会」という。）における会議の模様をインターネットを活用して中継

（ライブ配信、録画配信、録音配信）するために必要となる配信システムを構築し、本市に設置すると

もに、その運用・保守を行うことで、議会中継の安定性を確保し、市民等に質の高い視聴環境を提供す

ることを目的とする。 

 

３ 内容 

本委託契約に基づく業務の内容は、次の（１）から（３）に掲げるとおりとする。 

(１)  配信システムの構築及び本市への設置 

ア 次の各項目により配信システムを構築する。 

 本市既存機器との接続及び映像の配信・保存に必要なサーバ、エンコーダー等の機器の調達   

 機器の設置・接続・設定、映像配信ケーブル等の配線工事 

 インターネット光回線の契約及び工事 

 本市専用の配信映像等一般公開用サイト（以下「公開サイト」という。）の構築 

 公開サイトの管理用サイト（以下「管理者サイト」という。）の構築 

 本市が提供する録画・録音データの配信システムへの登録 

イ アにより構築した配信システムを本市に設置する。 

(２)  配信システムの運用・保守 

ア 配信システムの運用・保守 

イ 各種マニュアルの整備、配信システムの操作研修の実施 

ウ システム全体の障害監視、障害回避、障害発生時における本市への通知及び復旧 

(３)  その他 

配信システムを円滑に運用するために本市が必要と認める事項 

 

４ 履行期間 

契約締結日から令和１３年１０月３１日まで 

システム稼働期間は、令和８年１１月１日から令和１３年１０月３１日まで 

 

５ 導入期限 

令和８年９月１８日までに配信システムの仮運用を開始し、令和８年１１月１日には配信システムの



 
 

本格運用を開始すること。 

 

６ 履行場所 

  広島市役所議会棟４階ビデオ編集室（以下「現地」という。）、その他本市の指定する場所 

 

７ 配信システムの構築等に関する事項 

(１)  構築体制 

ア  配信システムの構築に当たっては、本仕様書に定める目的及び導入期限に十分留意し、本市

との協議・調整等を主体的に行うこと。 

イ  配信システムに要求する機器・機能の具体的な要件は別紙１「広島市議会インターネット議

会中継配信システム機器・機能要件一覧」（以下「別紙１」という。）のとおりとする。 

ウ  現行システムからの円滑な移行を図るため、仮運用を行うこととし、現行システムの稼働を

妨げずに並行稼働ができるよう整備すること。なお、並行稼働は本格運用開始後に終了する。 

エ  配信システムを構築する機器等（ソフトウェアを含む。）については、本市既存機器の現地

調査を実施し、その構成及び設置状況を確認した上で、マウス、キーボード、モニター等、操

作に必要な機器及び収納ラック、各機器の接続用配線その他必要な資機材を含め、受注者の責

任において全て用意すること。なお、現地調査の結果、新たに配管等の工事が必要な場合は、

受注者の費用で実施すること。 

オ  仮運用期間中において、新システムの稼働に必要な通信回線を現行システムで使用する回線

とは別に確保し、相互に影響を及ぼさない構成とすること。 

カ  既存機器との接続調整その他の対応が必要と認められる場合は、既存機器の納入業者等と必

要な協議・調整を行うこと。 

キ  配信システムの仮運用の開始後、本格運用の開始までの間に現行システムに影響が生じた場

合、早急に対応策を講じ本市に提案するなど、復旧に協力すること。 

ク  本格運用開始時点において別紙１に定める全ての機器・機能が支障なく運用を開始できる状

態とし、未実装又は暫定対応の機能が残存しないように、設置・設定等を完了すること。 

(２)  公開サイト及び管理者サイトの構築・運用 

ア  配信システムの内、公開サイト及び管理者サイトは、一般的に広く使用されているＯＳ（Ｗ

ｉｎｄｏｗｓ、Ｍａｃ、ｉＯＳ、Ａｎｄｒｏｉｄ等）及び主要なＷｅｂブラウザ（Ｅｄｇｅ、

Ｃｈｒｏｍｅ、Ｆｉｒｅｆｏｘ、Ｓａｆａｒｉ等）の最新版で正常に動作するものを構築する

こと。 

イ  公開サイトのドメイン名及び画面構成等に関して、本市と協議の上決定し、構築すること。

なお、画面構成等について、構築後も受注者は本市の意向による軽微な調整を契約期間中は無

償で行うこと。 

ウ  公開サイトに掲載するコンテンツ及びその内容は次の（ア）から（オ）のとおりとし、利用

者が容易に利用できるよう、適切なページ構成とすること。 



 
 

(ア)  利用案内ページ 

 配信内容に関する説明 

 著作権の帰属及び無断転載、複製その他不適切な利用の禁止に関する事項 

 視聴に当たっての注意事項 

 推奨する動作環境及び通信環境に関する説明 

 アクセスログの取扱いについての説明 

 その他利用者に周知すべき事項 

(イ)  ライブ配信ページ 

 ライブ配信実施日：ライブ配信開始時間の表示 

 ライブ配信実施中：ライブ配信の再生ボタン表示 

 ライブ配信終了後：本日の配信が終了した旨の告知文表示 

 ライブ配信を実施しない日：本日ライブ配信を行っていない旨の告知文表示 

(ウ)  録画・録音配信用ページ 

 本会議録画配信（会議ごとに日付順に掲載） 

 委員会録画・録音配信（会議ごとに日付順に掲載） 

(エ)  カレンダー（詳細は別紙１「１０ カレンダー機能要件」に定めるとおりとする。） 

(オ)  本市議会ホームページ及びフェイスブック、市議会動画チャンネル、会議録検索システム

その他本市が指定する関連ページへのリンク 

エ  公開サイト及び管理者サイトについて、ＯＳ又はＷｅｂブラウザの仕様変更、バージョンア

ップ等に伴う不具合等が生じた場合には、受注者において速やかに原因を調査の上、遅滞なく

必要な対応を行い、常時正常な利用環境を維持すること。 

オ  現行システムにおいて公開している録画・録音データは本市から受注者に提供するものとし、

受注者は当該データを基に公開サイト上で配信が可能となるよう設定を行うこと。その際、配

信期間、表示項目については、本市の指示に従うこと。 

(３)  提出を求める資料 

配信システムの構築に当たり、次のアからオに掲げる資料をそれぞれ該当する時期までに作成・

提出すること。その際、使用言語は日本語とし、本市が指定する媒体又は方法により提出すること。

また、提出後に変更、修正等がある場合は、速やかに差替えを行うこと。 

ア 『業務実施体制・導入計画書』   （提出時期：契約締結時） 

イ 『システム構成・設計書』     （提出時期：令和８年８月下旬） 

ウ 『システム運用・保守計画書』   （提出時期：令和８年８月下旬） 

エ 『現地設置機器の構成・取扱説明書』（提出時期：令和８年９月（仮運用開始時）） 

オ 『システム操作マニュアル』    （提出時期：令和８年９月（仮運用開始時）） 

  

８ 搬入・設置 

(１)  機器の搬入及び設置作業に当たっては、適切な養生を施し、施設及び周囲の環境を損傷しないよ



 
 

う十分留意すること。なお、損害を与えた場合は、受注者の責任において修復すること。 

(２)  設置機器の配線等については、職員等の接触による配線の離脱その他の不具合が生じないよう適

切に配置・固定すること。また、塵埃の堆積による火災等の危険が生じないよう、放熱の確保、除

塵、配線の整理等必要な措置を行うこと。 

(３)  作業後の環境整備は十分に行い、作業時に発生した不要な物品は適正に廃棄等を行うこと。 

(４)  受注者は、本市職員が適切に使用できるよう『現地設置機器の構成・取扱説明書』及び『システ

ム操作マニュアル』と照らし合わせながら、各機器の役割及び操作方法等について十分な説明を行

うこと。 

 

９ 配信に関する事項 

(１)  ライブ配信 

ア  ライブ配信の対象は、本会議、予算特別委員会（以下「予特」という。）及び決算特別委員

会（以下「決特」という。）の全体会議とする。なお、これ以外の会議についても別途本市が

指定する場合は同様に対応すること。 

イ  受注者は、本市から提供された会議の開催予定日、開会予定時刻、会議名等の情報を元に管

理者サイト上でライブ配信用ページを作成・編集し、一般公開前に本市の検査・確認を受ける

こと。その結果、本市から修正等の指示がある場合は、速やかに対応すること。 

なお、本市においてライブ配信用ページの作成・編集ができる場合は、この限りではない。 

ウ  本市がライブ配信当日の会議開会までに複数回実施する配信テストにおいて異常が確認さ

れた場合、受注者は、直ちに機器の点検、改善、修理等を行い、ライブ配信に影響を来たさな

いようにすること。 

エ  ライブ配信時におけるカメラ操作・撮影、音声入出力、テロップ表示等の映像作成は本市が

行い、受注者は、この映像・音声信号を適切にエンコードし送信されたデータを基にライブ配

信を行うこと。 

オ  ライブ配信は原則として会議開会予定時刻の３０分前から開始し、会議終了５分後まで行う

こととする。なお、配信条件の詳細については、別途協議を行うこと。 

カ  ライブ配信中は、途絶等のトラブルがないよう適宜データ受信状況の確認を行うこととし、

異常が確認された場合は、直ちに本市に連絡を行うとともに、復旧作業に着手すること。やむ

を得ずライブ配信を行えない場合は、本市と協議を行い、速やかに代替措置を講じること。 

(２)  録画配信 

ア  録画配信の対象は、ライブ配信を行った全会議とする。なお、これ以外の映像データについ

ても別途本市が指定する場合は同様に対応すること。 

イ  録画配信に用いる映像（以下「録画配信用映像」という。）は、ライブ配信時に自動で録画

された映像データを使用することとし、受注者は、当該データを本市職員を介することなく入

手し、編集すること。 

ウ  受注者は、本市の依頼を受けた後、録画配信用映像の編集に速やかに着手すること。なお、

前記イの映像データに欠損その他の不具合がある場合は、本市と協議の上、必要な対応を行う



 
 

こと。 

エ  録画配信用映像の編集に当たっては、冒頭及び末尾等の不要部分を削除し、質問議員ごと及

び休憩ごとに映像を区切ること。また、本市から発言取り消し部分のカットや静止画の追加な

ど、再編集の指示がある場合は対応すること。 

オ  受注者は、前記イからエの録画配信用映像を含む録画配信用ページについて、本市の依頼後

２４時間以内（土日・祝日を除く。）に一般公開前の確認が可能な状態にすること。本市から

修正等の指示がある場合は、速やかに対応すること。 

カ  前記エ・オの再編集や修正等の指示については、契約期間中は無償で対応すること。 

(３)  録音配信 

ア  録音配信の対象は、常任委員会、調査特別委員会及び決特の分科会とする。なお、これ以外

の録音配信についても、別途本市が指定する場合は同様に対応すること。 

イ  録音配信に用いる音声は、本市から受注者に提供する音声データを使用するものとする。な

お、当該データは編集済みのものであり、受注者は編集せずそのまま使用すること。 

ウ  受注者は、前記イの音声データを含む録音配信用ページについて、本市の依頼後４８時間以

内（土日・祝日を除く。）に、一般公開前の確認が可能な状態にすること。本市から修正等の

指示がある場合は、速やかに対応すること。 

エ  前記ウの修正等の指示については、契約期間中は無償で対応すること。 

(４)  アクセス件数の報告 

毎月のライブ配信及び録画・録音配信へのアクセス件数の実績について、翌月１０日まで（３

月分は３月３１日まで）に、別紙２「広島市議会インターネット議会中継アクセス件数報告書」

により報告すること。 

 

１０ 配信システムの運用・保守に関する事項 

(１)  受注者は、原則として、年間を通じて常時配信システムを稼働させることとし、そのために必要

な運用・監視・保守要員を適切に配置し、適宜、機器等の保守・点検を行うこと。 

(２)  受注者は、平日９時～１７時を受付時間とし、電話及びメールで対応できる問い合わせ窓口を設

置すること。なお、ライブ配信実施日は、８時３０分からライブ配信終了まで、上記時間に限らず

対応すること。 

(３)  配信システムの安定性及び継続性を確保するため、次のとおり運用管理を適切に実施すること。 

ア セキュリティ対策 

 配信サーバ、公開サイト及び管理者サイトに対する不正侵入の防止やＤＤｏＳ攻撃及びコン

テンツ改ざん等の早期検知のため、ＷＡＦ、ＩＤＳ、ＩＰＳ等によるセキュリティ対策を講じ

ること。 

イ 稼働監視業務 

配信サーバ、公開サイト及び管理者サイトについては、稼働状況を常時監視し、不正アクセ

ス及び機能低下等を発見した場合は、速やかに本市に報告の上、必要な対応を実施すること。



 
 

また、定期的な脆弱性診断（年１回）の実施と、その結果に基づく是正を行うこと。 

ウ 障害対応 

(ア)  受注者は、障害発生時に速やかに対応及び復旧が行えるよう、監視、検知、連絡、復

旧及び報告に関する運用体制及び障害対応手順を前記７（３）ウ『システム運用・保守

計画書』内に整備すること。あわせて、本市及び関係者への連絡体制を整備し、ライブ

配信実施日の連絡先、連絡順位、責任者、対応要員及び受付時間外の連絡方法を明確に

すること。 

(イ)  障害発生時には、前記（ア）により定めた障害対応手順に基づき、影響範囲の確認、

一次切り分け、暫定対応、復旧対応及び原因分析を実施すること。 

(ウ)  本市から機器の不具合及び故障等の連絡を受けたときは、速やかにこれを修理する

等適切な処置を行い、その結果について本市に報告すること。当該処置を行う場合にお

いて、速やかな回復が困難であるときは、本市の業務に支障を来さないよう、同等の機

器・機能を使用できるように処置すること。 

(エ)  配信映像・音声の視聴不能、公開サイトの閲覧不能、その他本市の業務に支障を及ぼ

す障害が発生した場合、直ちに本市に報告するとともに、速やかに復旧作業を実施する

こと。また、障害の原因及び影響範囲、対応・復旧結果、再発防止策を記録すること。 

エ バックアップの取得 

バックアップを取得し、障害発生時に確実かつ速やかにデータの復旧を行えるよう備えるこ

と。また、バックアップ取得時に、配信システムの稼働に支障が生じないようにすること。 

オ 現地定期点検 

 受注者は、年１回現地において定期点検を実施し、その結果について本市に報告すること。 

定期点検の際、本市に設置した機器等が良好に使用できるよう、必要な部品の交換、機械の

清掃、修理及び調整、除塵等の整備を受注者の負担において行い、機器等を良好な状態に保つ

こと。 

(４)  毎月の運用・保守の実施状況について、前記（２）アからエに関する報告事項を取りまとめた業

務実施報告書を、翌月１０日まで（３月分は３月３１日まで）に本市に提出すること。 

(５)  作成した録画配信用データはＢlｕ－ｒａｙ Ｄｉｓｃ等の記録メディアに汎用的な形式で保存

し、年度単位で１枚にまとめ、毎年４月中に前年度分を本市に提出すること。ただし、最終年度分

については、契約期間満了後１か月以内に提出すること。 

(６)  配信サーバのメンテナンス等でシステムを一時停止する場合は、原則１か月前までに本市に報告

すること。なお、システム停止はライブ配信の実施日には行わないこと。 

 

１１ 著作権 

本業務により作成された成果物は、既に受注者及び第三者に帰属するものを除き、全て本市に帰属す

るものとする。 

 



 
 

１２ 業務の引継に関する事項 

(１)  受注者は、本契約が満了し、又は解除されたとき、本市が事業を継続して遂行する場合は、業務

内容の詳細を記録した引継書を作成し本市に提出・説明するなど、移行業務を支援すること。その

際、データの移行については、受注者の費用で実施し、本業務の範囲内でシステムの切り替えに協

力すること。ただし、本市が特に認める場合はこの限りではない。 

(２)  受注者は、本契約が満了し、又は解除されたとき、本市の指示によりクラウド環境に設置されて

いるサーバ内のデータは完全消去を行った上で、その旨を書面により本市に報告すること。ただし、

本市が特に認める場合はこの限りではない。 

 

１３ 受注者の責務 

(１)  受注者は、善良なる管理者の注意をもって本業務を遂行すること。 

(２)  受注者は、利用者からの問い合わせに本市が対応する際、技術的な助言等の協力をすること。 

(３)  受注者は、関係法令等を遵守し、その適用及び運用は自らの責任において適切に行うこと。 

(４)  受注者は、本業務で使用する映像・音声データを本市の許可なく本業務以外で使用し、又は複写

や譲渡をしてはならない。 

(５)  受注者は、本業務の遂行に際して、広島市情報セキュリティポリシーを遵守しなければならない。

また、本市が実施する広島市情報セキュリティポリシーの遵守状況に関する点検作業（情報セキュ

リティにおいて問題が発生した場合の検査、あるいはセキュリティ監査等）に対応すること。 

(６)  受注者は、配信サーバで自動録画した編集前の映像・音声データをはじめ、業務上知り得た情報

は業務に必要な最小限の範囲での共有にとどめるなど、その取扱には十分留意すること。 

(７)  受注者は、業務上知り得た情報を第三者に漏らしてはならない。契約の解除及び期間満了後にお

いても同様とする。 

(８)  受注者は、契約満了日以降、受注者の負担において、速やかに設置した機器を撤去すること。た

だし、本市が特に認める場合はこの限りではない。 

(９)  この仕様書に定めがない事項については、受注者は、本市と協議し、その指示に従うこと。 

  



 

 

別紙１ 

広島市議会インターネット議会中継配信システム機器・機能要件一覧 

 

１ システム全体に係る要件 

(１)  配信システムを構築する機器等（ソフトウェアを含む。）は、十分な稼働実績を有する

など信頼性の高いものとし、それらで構成されたシステムが不具合なく作動するととも

に、万一、システムに障害が発生した場合においても、速やかに対応できるものとするこ

と。 

(２)  配信システムはＡＳＰ型のシステムとし、配信サーバ、公開サイト、管理者サイト等、

本業務に関わる全てのデータは、一般的なオフィスビルではなく、ＪＤＣＣ（日本データ

センター協会）のデータセンターファシリティスタンダードＴｉｅｒ３相当のサービスレ

ベルを満たす環境において記録し運用すること。 

 

２ サーバ及びエンコード機器等に係る要件 

(１)  本システムを運用する配信サーバは、年間を通じて常時配信が可能な運用体制とし、共

用回線１Ｇｂｐｓ以上であること。 

(２)  配信サーバは、二重化等による障害対策、最新のウイルス対策やセキュリティ対策を常

時講じていること。また、更新プログラムは迅速に適用すること。 

(３)  エンコード機器は全て新品を導入することとし、既存機器から出力される映像・音声信

号を適切に入力するとともに、元の品質を維持した状態で取り込める構成とすること。 

(４)  映像・音声信号をインターネットに配信するため、適切なエンコードが行え、受注者の

配信サーバへ安定した送信能力を有するとともに、生配信と並行してバックアップを保存

できるよう十分な能力を有したエンコード機器を採用すること。 

(５)  ライブ配信が途中で停止・終了するといったトラブルが起こらない万全の備えを講じる

こと。なお、ソフトウェアエンコード方式を採用する場合、サポートの終了したソフトウェ

アは使用しないこと。 

(６)  受注者を介することなく本市職員による簡単な操作でエンコードを開始・終了できる仕

組みとすること。 

(７)  エンコード機器は、ライブ配信データのバックアップをリアルタイムで自動生成し、現

地に設置する外付けＨＤＤもしくはＳＳＤにも保存可能とすること。 

(８)  現地に設置する外付けＨＤＤもしくはＳＳＤへ保存されるライブ配信データのバックア

ップについては、汎用的な形式（ｍｐ４、ｗｍｖ、ａｖｉ等）とすること。 

(９)  ビデオキャプチャーボードを使用する場合は、他自治体の議会中継システムで十分な使



 

 

用実績を持つものとすること。なお、選定したビデオキャプチャーボードが海外製の場合は、

製品保証の観点から直接輸入の製品ではなく、日本正規代理店から調達すること。 

(１０)  エンコード機器及びエンコードに係るシステムは、最新のウイルス対策及びセキュリ

ティ対策を常時講じ、更新プログラムは迅速に適用すること。また、使用する機器は開発メ

ーカーの製品サポート期間内であること。 

 

３ 公開サイトに関する要件 

(１)  公開サイトは、ＪＩＳ Ｘ－８３４１－３：２０１６のレベルＡＡに準拠すること。「準

拠」とは、情報通信アクセス協議会ウェブアクセシビリティ基盤委員会「ウェブコンテンツ

のＪＩＳ Ｘ－８３４１－３：２０１６対応度表記ガイドライン２０１６年３月版」で定め

られた表記による。なお、ＪＩＳ規格の改訂があった場合は最新の内容に沿うこと。 

(２)  公開サイトは、マルチデバイス（ＰＣ・スマートフォン・タブレット）対応とし、フレ

ームを使用しないＷｅｂアクセシビリティに配慮した専用サイトを自動生成する設計であ

ること。 

(３)  公開サイトは、ＳＳＬ／ＴＬＳで暗号化されたｈｔｔｐｓ対応のものとし、第三者機関

より電子証明書が発行されていること。 

(４)  公開サイトに掲載する全てのコンテンツについて、年間を通じて常時利用可能とするこ

と（配信サーバのメンテナンス等でサービスを一時的に停止する場合を除く。）。 

 

４ 管理者サイトに関する要件 

(１)  管理者サイトは、本市及び受注者両者で操作できるものとし、本市の端末にはプログラ

ム及びアプリ等をインストールしなくてもブラウザ上から操作が可能とすること。 

(２)  管理者サイトは、本市職員が高度な専門的知識を有していなくても、文言の修正等が容

易に可能な仕組み及びユーザーインターフェースとすること。 

(３)  管理者サイトへの不正アクセスを防止するため、ＩＰアドレス制限、多要素認証等を適

切に組み合わせたアクセス制御を実施し、安全性を確保すること。 

(４)  管理者サイトについてはアクセスログを記録し、操作履歴等を確認・分析できること。

また、その内容を本市の求めに応じて提供すること。 

(５)  管理者サイトは、公開サイトに掲載する事項について、本市職員が内容等を確認・編集・

更新できるものとすること。 

(６)  管理者サイトは、実際に公開するページのプレビューにより内容を確認できる機能を実

装すること。 

 



 

 

５ ライブ配信に関する要件 

(１)  ライブ配信は、用途に応じて以下の系統を有する構成とすること。 

ア 庁内向け配信系統 

イ 庁外向け配信系統（主系統） 

ウ 庁外向け配信系統（副系統） 

(２)  前記ア、イ、ウは互いに独立した系統とし、いずれかの系統に障害が発生した場合にお

いても、他方の系統により配信を継続できる冗長構成とすること。 

(３)  庁外向け配信について、ライブ配信実施中はライブ配信ページに主系統と副系統の２つ

の再生ボタンを常時表示すること。再生ボタンは、視聴者が本市及び受注者の操作を介する

ことなく、容易に配信系統を選択できるよう配慮した表示設計とすること。 

(４)  ライブ配信実施前に本市において複数回配信テストを実施できる機能を有することとし、

当該テストは受注者を介することなく本市職員による簡単な操作で実施可能とすること。 

(５)  ライブ配信ページ上に表示するライブ配信の再生ボタンについて、受注者を介すること

なく本市職員による簡単な操作で表示・非表示を選択可能とすること。また、この再生ボタ

ンは、予め設定しておいた指定時刻に自動的に表示される公開予約機能を実装すること。 

(６)  庁外向け配信においては、同時視聴者数２０００人程度を可能とすること。また、ライ

ブ配信ページの表示が３秒以内に完了すること。 

(７)  庁内向け配信においては、同時視聴者数３０００人程度を可能とすること。また、ライ

ブ配信ページの表示が３秒以内に完了すること。 ただし、庁内ＬＡＮ回線の帯域制限を超

える場合はこの限りではない。 

(８)  庁内向け配信においては、庁内ＬＡＮ回線の負担軽減のため、ビットレートを下げて配

信すること。 

(９)  ライブ配信は、安定した視聴を可能とするため、視聴者の通信環境に合わせて画質の変

更が可能とすること。 

(１０)  配信動画のビットレートは５６０ｋｂｐｓ以上とすること。 

(１１)  表示画像品質は６４０×３６０ピクセル以上とすること。 

(１２)  ライブ配信は、視聴者による簡単な操作で全画面表示が可能とすること。 

 

６ 録画・録音配信に関する要件 

(１)  録画・録音配信について、一般公開期間は約２年程度とし、一般公開前の確認及び一般

公開の開始・終了が受注者を介することなく本市職員による簡単な操作で可能とすること。 

(２)  録画・録音配信においては、同時視聴者数３００人程度を可能とすること。 

(３)  録画・録音配信においては、シークバーを操作することで任意の位置から視聴できるこ



 

 

と。 

(４)  録画配信は、視聴者による簡単な操作で全画面表示、画質の変更、０．２５・０．５・

1・１．２５・１．５・２倍速の再生速度変更が可能とすること。 

 

７ 配信映像・音声に関する要件 

(１)  配信映像・音声は、視聴者のデバイスを自動的に検出の上、最適な動画再生形式で配信

し、新たに動画再生プレイヤーやアプリ等をインストールすることなく容易に視聴できる

こと。 

(２)  配信映像・音声は、ブラウザの仕様変更等の影響により正常に再生できない場合に備え、

別ウィンドウにおいて視聴可能な代替手段を実装すること。なお、当該代替手段へのリンク

は、視聴者が容易に認識できる形で表示すること。 

(３)  再生前後や再生中に、動画配信サービス名、企業名などの広告表示及びそれらのサイト

へのリンクがされないこと。 

(４)  ストリーミング方式とし、視聴者が映像・音声を容易に保存できないようにすること（プ

ログレッシブダウンロードによる擬似ストリーミングは不可。）。 

 

８ 録画・録音配信の会議録リンクに関する要件 

(１)  録画・録音配信ページでは、広島市議会会議録検索システム（以下「会議録検索システ

ム」という。）に該当する会議録が登録され次第、当該会議録へのリンクを表示すること。 

(２)  録画・録音配信ページにおける会議録へのリンクは、常時適切な会議録を参照できるこ

と。 

(３)  受注者は、録画・録音配信ページにおける会議録へのリンクについて、リンク切れ等の

不具合を早期に検知できるようにすること。なお、不具合を確認した場合は、速やかに本市

へ報告の上、契約期間中は無償で修正その他必要な対応を行うこと。 

(４)  会議録検索システムの仕様変更等が生じた場合は、本市と協議の上対応すること。 

 

９ 録画・録音配信の検索に関する要件 

(１)  会議名、議員名、会派名、日付からの検索が可能とすること。また、録画・録音配信画

面に登録した字句（質問項目、発言内容等に含まれる単語や複数項目の組合せ等）からの検

索を可能とすること。 

(２)  録画配信を議員名から検索する際、検索画面及び検索結果に当該議員の写真が表示され

ること。なお、議員写真は本市から受注者へ提供するものを使用すること。 

(３)  議員名検索の際に使用する議員情報（氏名、所属会派、写真）は、受注者を介すること



 

 

なく本市職員による簡単な操作で編集が可能とすること。 

 

１０ カレンダー機能要件 

(１)  視聴者が、過去及び今後の会議日程を月単位で一覧できるカレンダー機能（以下「カレ

ンダー」という。）を公開サイト上に実装すること。 

(２)  カレンダーは、会議の有無に関わらず常時１か月単位で表示するものとし、毎月１日時

点において、当該月を最新月として表示すること。なお、当該表示の切り替えは自動的に行

われるものとし、本市職員による作業を要しないこと。 

(３)  カレンダーは、令和２年２月以降各月ごとに作成し、令和８年１０月３１日時点で本市

議会ホームページ内「議会カレンダー」に掲載している会議日程を全て掲載の上、該当録画・

録音配信及び該当会議録へのリンクを設定すること。 

(４)  カレンダーへ掲載する会議日程は、受注者を介することなく本市職員による簡単な操作

で編集が可能とすること。 

(５)  カレンダーに掲載した各会議について、録画・録音配信が公開された場合は、当該カレ

ンダーから当該配信ページへのリンクが自動的に設定される構成とすること。 

(６)  カレンダーに掲載した各会議について、会議録が公開された場合は、当該カレンダーか

ら当該会議録へのリンクを設定すること。 

(７)  カレンダーから会議録へのリンク設定について、会議録検索システムの仕様変更等が生

じた場合は、本市と協議の上対応すること。 

(８)  受注者は、カレンダーから録画・録音配信及び会議録へ遷移するリンクについて、リン

ク切れ等の不具合を早期に検知できるようにすること。なお、不具合を確認した場合は、速

やかに本市へ報告の上、契約期間中は無償で修正その他必要な対応を行うこと。 

  

１１ アクセス解析機能要件 

(１)  公開サイトにアクセス解析機能を実装し、当該機能により集計したアクセスログについ

ては、５年間保管管理すること。 

(２)  ライブ配信及び録画・録音配信へのアクセス数について、月・日・時間・閲覧ページ別

で集計可能とすること。 

(３)  アクセス解析機能として、アクセス元の利用デバイス、ブラウザ、国が解析できること。 

(４)  アクセス解析内容は、必要に応じて本市が確認できるとともに、当該内容を本市へ提供

可能とすること。 

 

１２ その他の要件 



 

 

 本市が作成する動画（広報番組、平和記念式典式辞等）について、本市が依頼した際は、

対象動画をサーバ上にアップロードし、本市議会ホームページからのリンク・閲覧が可能と

すること。 



 

 
 

 

令和　年　月分

本会議
予算特別

委員会

決算特別

委員会

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

8日
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13日

14日
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16日

17日

18日

19日

20日

21日

22日

23日

24日

25日

26日

27日

28日

29日

30日

31日

小計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 0 0
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